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DuMA ニュースレター                                  2020年 1月１３日 

２０１９年の地震活動概観 

 2019年に日本列島およびその周辺海域で発生したマグニチュード６以上の地震は全部で１６個でした．

そのうち最大の地震は６月１８日の山形県沖の地震（マグニチュード６．７，図中に赤枠で示した地震）で

した．幸いお亡くなりになられた方は無く，重軽傷者４１名という被害でした．建物は半壊と一部損壊で８

００棟ほどの被害が確認され，鶴岡市では液状化による被害が確認されました． 

 

 

 それでは２０１９年の地震活動は全体としてどのように評価すべきでしょうか．次のページに２０１８年の

同じ基準でプロットした図をお示しします．２０１８年に国内で発生した最大の地震は２０１８年９月６日に

発生した胆振東部地震（マグニチュード６．７）でした． 

 ２０１９年にはマグニチュード６以上の地震は１４個，２０１８年は１６個発生しました．ちなみに２０１７年

は７個と低調でした．２０１６年は熊本地震もあり，２２個の地震が発生しています(マグニチュード７を超え

る地震も２個発生)．それ以前は２０１５年には１７個，２０１４年は１４個の地震が発生しています． 

 過去２０１５-１９年の５年間では２０１６年は熊本地震が発生したように地震活動が活発な１年と判断で

き，２０１７年が少し低調な年で，２０１８，１９年は特に異常な地震活動ではなかったと判断できます． 
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北関東の地震活動続報 

 ２０１９年１２月３日，４日に震度４の地震が続けて発生し，その後，DuMA では特に茨城県北部の地震

活動がまだ通常とは異なっており，１２月２３日のニュースレターでも，活動が予兆的かもしれないという

事を報告させて頂きました（１２月１６日のニュースレターの C 地点）。その後の経過ですが，１月１０日ま

でのデータを用いた解析で，１２月２３日の情報で記載しましたｂ値を用いた解析では，かなり前兆的な

地震活動という特徴が弱まっている事がわかりました． 

 但し，現在地震学で新しい方法として確立しているもう一つの方法で解析を行ってみますと，余震の

発生数が，理論から予想されるよりかなり少なく（相対的静穏化現象と呼ばれています），もう少し注意が

必要なのではと推察しています． 

 

日本およびその周辺の広域地下天気図® 

 今週は１２月２日のニュースレターに引き続き，現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領域

の解析です．主に海域で発生するマグニチュード７以上の地震を対象とした解析です． 

 今回も１月１０日時点の L タイプおよび M タイプの２つの地下天気図をお示しします．近畿地方から中

国地方にかけて M タイプの解析では大きな異常が出現しており，これまで異常がみられなかった L タイ
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プでも異常が少し見えるようになってきました．この１ヶ月で状況が少し変化したと判断しています．北海

道北部からサハリンにかけての異常は継続していますが，少し弱まったようです． 

 

 

１月１０日時点の L タイプ地下天気図 
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１月１０日時点の M タイプ地下天気図 

 

 
注：ダッシュボードは試作段階で、完全ではない事をご理解ください。 
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